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感
謝
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★まちのできごと★


10月23日(月)、青森県トラック協会下北支部の澁田慎也副支部長、中村正事務局長が教育長室を訪れ、「ト
ラックの日（10月９日）」にちなみ、児童が暗くなる下校時に交通事故に遭わないように昨年に引き続き下北
管内の小学校児童へ反射材が寄贈されました。澁田副支部長は「子どもたちの交通安全に役立てていただき
たい。」と話していました。

▲寄贈された反射材▲左：澁田副支部長 右：山本教育長


10月28日(土)、北通り総合文化センター「ウイング」において大間町音楽祭が４年ぶりに開催されました。
45回目を迎えた音楽祭には、町内の園児・小学生、高校生や、５年ぶりの参加となった函館市戸井地区のコー
ラスグループＴ・Ｏ・Ｉさんを迎え総勢169名が出演し、歌や合奏、津軽海峡海鳴り太鼓の演奏で会場を沸かせ
ました。
プログラムの最後には、特別ゲストとしてピアニストの岡田奏さんを迎え全７曲を披露していただき、プロ
のクラシック演奏を肌で感じることができました。
４年ぶりの開催となりましたが、約150人の町民の方々に御来場いただき、大盛況のうちに終了することが
できました。

▲大間小学校５年生 ▲大間保育園年長児▲奥戸小学校

▲うみの子保育園 ▲大間小学校４・５・６年生▲コーラスグループＴ・Ｏ・Ｉ

▲大間高校吹奏楽部 ▲岡田奏さん▲大間高校髙橋先生＆廣谷先生
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★まちのできごと★


次世代へ豊かで美しい海を引き継ぐため、海を介して人と人とがつながる“日本財団「海と日本プ

ロジェクト」”の一環事業です。直近３ヶ月の活動レポートが届きました。

９月22日、大間小学校６年生の課外授業「出動！大間小学校 海洋ごみ調査隊」を開催しました！
大間崎の海洋ごみの現状を調査し、海を守ろうとする心を育む体験プログラム。使い捨てられた

マスクなどの小さなものから、自転車の部品などの大きなごみまでたくさん集まりました。その結
果をグループごとにまとめ、未来の大間崎からごみを無くするためにどうしたいかを発表。活動後
は、地産の未利用魚・ロウソクホッケを使った「アゲ魚っ子のおにぎり弁当」を昼食に無償提供し、
きれいになった大間崎で味わってもらう「海の食育」も行いました！

10月10日～12月10日、大間町内や風間浦村、むつ市などの飲食店35店舗で
「大間アゲ魚っ子キャンペーン」を展開中！

目の前の海で獲れるのに注目されることのない白身の魚をアゲ魚っ子（揚げ魚）にして、子ども
たちから「多様な魚を地産地消で美味しく食べる」ムーブメントを起こしていくための取組みです。
今年度は「ロウソクホッケ」に加え、「Ｂタラ」（水揚げ時にお腹の卵が出てしまった鱈）を活用。大
間町内外35店舗でそれぞれのメニューを提供しています。
今月10日までやっていますので、皆様ぜひ！

★協賛店とメニューはQRコードから！☞

11月13日～17日「下北半島 海の食育ウィーク」では、北通りの小中学校４校に「海のアゲ弁」を、
下北管内６校の給食に「アゲ魚っ子ボール」を無償提供！

13日は奥戸小学校と佐井中学校、16日は風間浦小学校、17日は大間小学校で、マエダストアさん
と共同開発した、アゲ魚っ子ボールが入ったひじきご飯のお弁当を配布。下北管内の給食センター
にもアゲ魚っ子ボールを提供し、海の学びの出前講座も開きました。
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１．募 集 期 間 令和５年12月１日㈮～令和５年12月15日㈮ ※土日祝を除く
２．申 込 場 所 大間町役場 生活整備課窓口
３．入 居 予 定 日 令和６年１月上旬
４．抽選予定日･場所 令和５年12月20日㈬ 17：30 大間町役場
５．募 集 住 宅
⑴ 団地名 大間崎団地15号（令和４年建設）
⑵ 場 所 勤労青少年ホーム付近
⑶ 間取り １LDK
⑷ 家 賃 16,800円～25,000円

６．入 居 要 件
以下の項目を全て満たす場合のみ、入居が可能です。
⑴ 現に同居、又は同居予定の親族がいる者。ただし条例で定める特別な事情のある者の場合、単

身入居を認める。
⑵ 世帯の所得（世帯構成及び心身の状況等に応じて控除した額）が月158,000円（条件により

214,000円）を超えないこと。
⑶ 現に住宅に困窮していることが明らかであること。
⑷ 水道料、下水道料及び町税に滞納がないこと。
⑸ 暴力団員ではないこと。
⑹ 以下の項目を満たす連帯保証人１名の用意があること。
① 町内に在住の者、又は３親等以内の親族であること
② 独立の生計を営んでいること
③ 入居者と同等以上の収入があること

７．申 込 書 類
⑴ 町営住宅入居申込書
⑵ 所得証明書（世帯主分及び同居者の内所得のある者全員分）
⑶ 納税証明書
⑷ 住民票（入居予定者分）

８．そ の 他
⑴ 虚偽の申込みや、家族親族を不自然に分割又は結合しようとする申込みは無効とします。
⑵ 申込書類は返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。
⑶ 入居内定後は安易な理由で入居を辞退することがないよう、立地条件、家庭状況等十分検討し

た上でお申し込みください。
⑷ 申込書様式は窓口にて配布又は町公式HP（https://www.town.ooma.lg.jp）でダウンロード可

能です。
⑸ 住宅の詳細や応募資格等でご不明な点については、下記窓口までお気軽にご相談ください。

⬘ 生活整備課 小谷 ☎３７－２５３５（直通）


下北消防本部管内全域で発生した災害を、音声にて周知するテレホンサービス（災害案内ダイヤル）に
ついて、番号が下記のとおり変更となります。
【これまでの番号】 【変更後】
☎０１７５－２２－０１９９ ⇒ ☎０５０－５５３６－６９５５

※通話には通常の電話料金が発生します。
〇現番号使用期限：令和５年12月31日(日）
〇新番号使用開始：令和６年１月１日(月）

【災害案内分：例】
こちらは下北消防本部です。ただいま大間町〇〇町付近において建物火災が発生し、消防車が出
場中です。こちらは下北消防本部です。

※119番は緊急時の専用回線です。
「今の火事はどこですか？」のような問い合わせはお控えください。
⬘ 下北消防本部 通信指令課 ☎３３－１０６３
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国土交通省と青森県では、毎年12月１日から７日までを『雪崩防災週間』と位置付け、本格的な降雪期
を前に、雪崩被害の防止に向けて様々な防災・広報活動を実施しています。
青森県は県土全体が豪雪地帯であり、さらに15地域（旧市町村単位）が特別豪雪地帯として指定されて
います。また、県内では、死者２名を出した平成19年２月の八甲田山における雪崩のほか、令和３年２月
にも八甲田山において雪崩に巻き込まれ１人が死亡するなど、多くの雪崩災害が発生しています。家の
裏、生活道路や通学路、スキー場などのレジャー区域等、危険は様々な形で身近な場所に潜んでいます。
積雪時は斜面を注意深く観察し、兆候を発見したら早めの避難・連絡を心がけてください。
１人１人が『心の防災スイッチ』をＯＮにして、雪崩災害による被害ゼロを目指しましょう。
⬘ 大間町 総務課 ☎３７－２１１１
青森県 県土整備部 河川砂防課 砂防グループ ☎０１７－７３４－９６７０

参考URL（青森県ホームページ・令和５年度雪崩防災週間）
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kendo/kasensabo/R5nadarebousai.html


相談支援事業とは、障がいのある人の福祉に関する様々な問題について、障がいのある人等からの相

談に応じ、必要な情報の提供、障がい福祉サービスの利用支援等を行うほか、権利擁護のために必要な援
助を行います。
■日 時：令和５年12月20日(水) 午後１時～午後２時
■場 所：大間町役場１階 小会議室１
むつ市障がい者相談事業所の相談員の方々が相談や助言を行います。身近にある些細なことでもお気

軽にご相談ください｡なお､相談を希望される方は、事前に下記へご連絡くださるようお願いいたします。
⬘ 住民福祉課 ☎３７－２５２０（直通）


冬季間の積雪により、道路が交通障害を起こし、地域産業や住民の日常生活に影響が出ないように今
年度も除雪体制の強化に努めます。
①路上駐車はしないでください
除雪作業のほとんどは、夜間及び早朝となり、降雪や地吹雪のため視界も悪く非常に危険な作業です。
このため、路上駐車があると除雪作業が不可能になり、周囲の人たちに迷惑をかけます。
「路上駐車はしない・させない」を合言葉に、みんなで路上駐車をなくしましょう。
②除雪車を見たら徐行してください
除雪作業中は、黄色の回転灯を点灯させながら走行しておりますが、事故を回避するために徐行をお
願いします。
③作業中の除雪車から離れてください
除雪車に近づくと運転手の死角となり、非常に危険です。また、雪に混じっている砕石等が飛散する
場合もありますので、作業中の除雪車には絶対に近寄らないでください。
④道路に物を置かないでください
道路上に私有物件（看板、のぼり、植木鉢等）を置きますと、除雪車が巻き込んだり衝突等の事故発生
につながりますから、道路に出さないようにお願いします。
⑤故障車には、目印に赤い旗を立ててください
車を乗り捨てますと、地吹雪や降雪等で車が雪に埋まり、除雪車が衝突する恐れがありますので、赤い
旗をできるだけ高く立ててください。
⑥道路に雪を出さないでください
私有地内の雪を道路（歩道を含む）に出すと、交通障害や交通事故等の原因となる恐れがあります。雪
を出さないよう皆さんのご協力をお願いします。
⬘ 生活整備課 ☎３７－２５３５（直通）
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大間幼稚園へ入園を希望される方は、下記のとおりお申し込みください。なお、新年度の入園決定は、
２月中旬の予定となります。
１ 申 込 期 間 令和５年12月１日(金)～12月28日(木)まで
２ 申 込 場 所 大間町教育委員会

※幼稚園では受付できませんので、ご注意ください。
３ 申 込 書 類 支給認定申請書 兼 保育所等利用申込書

※大間町教育委員会、大間幼稚園にあります。
４ 入 園 対 象 ① 保護者・幼児が大間町に居住し、住民登録していること。

② 令和６年４月１日時点で、満３歳以上の幼児。
５ 幼稚園利用料 幼児教育の無償化により、０円となります。

ただし、諸費・教材費は一律（月額）2,000円程度となります。
【教育委員会からのお知らせ】
大間町では令和７年度に、うみの子保育園を認定子ども園（保育所型）へ移行する予定です。認定子
ども園は幼稚園児の受入れが可能となるため、現在、大間幼稚園は令和６年度末閉園の方向で父兄に
説明会等を開いて理解を求めています。
⬘ 教育委員会 教育課 ☎３７－２１０３（直通）


１．今月の納期について
今月の納期については、下記のとおりとなっておりますので、納め忘れには注意しましょう。

※納期を過ぎますと納付が遅れるごとに延滞金が加算される場合があります。
延滞金の割合は納期内納付をされた方との公平性を保つために法により定められています。

⬘ 税務課 ☎３７－２５１８（直通）

・固 定 資 産 税（第３期） 令和５年１２月２５日（月）

 
一部事務組合下北医療センターが発注する（指定管理者が発注するものを除く。）、建設工事の請負、測
量・コンサルタント業務及び物品の製造・販売・買受け、役務の提供等の取引分野における指名競争入札
への参加を希望する方は申請してください。
【受 付 期 間】令和６年１月９日(火)から１月31日(水) 午後５時まで
【提 出 先】一部事務組合下北医療センター むつ総合病院 管財課契約審査係
【提 出 方 法】郵送で提出してください。
【提 出 書 類】むつ総合病院ホームページから申請要項及び様式をダウンロードし、申請要項に基

づき、それぞれの業種に応じて必要な書類を取り揃えて提出してください。
※ダウンロードサイトのアドレスは次のとおりとなります。
http://www.hospital-mutsu.or.jp/shimei.html

【資格の有効期限】令和６年度及び７年度の２年間
（令和６年４月１日から令和８年３月31日まで）

⬘ 〒035-8601 青森県むつ市小川町一丁目２番８号
一部事務組合下北医療センター むつ総合病院 管財課契約審査係
☎２２－２１１１ 内線３２７３

・国民健康保険税（第６期） 令和６年 １月 ４日（木）
（令和５年１２月３１日(日)が閉庁日のため。）
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※12月29日(金)より１月３日(水)まで、年末年始の
ため休診といたします。
なお、救急患者については随時受付いたします
⬘ 大間病院 ☎３７－２１０５

12
月

28日(木） 29日(金） 30日(土） 31日(日）
診 療 休 診 休 診 休 診



１
月

１日(月） ２日(火） ３日(水） ４日(木）
休 診 休 診 休 診 診 療

※12月29日(金)より１月３日(水)まで、年末年始の
ため休診といたします。
なお、救急患者については随時受付いたします。
⬘ 一部事務組合下北医療センター
むつ総合病院 ☎２２－２１１１




12月28日(木)が今年最後のごみ回収となります。
ごみ収集の休みは、12月29日(金)～１月３日(水)となります。
年明けは１月４日(木)から通常にごみ回収を行いますが、１月４日(木)の燃えないごみ、１月５日(金)
の資源ごみの回収は休ませていただきます。ご理解とご協力をお願いします。

＊クリーンセンターへの持ち込みは、平日16時、土曜日12時までとなっています。
⬘ 住民福祉課 ☎３７－２５２０（直通）


下北管内５市町村と下北地域県民局県税部は連携し、法定要件に該当する全ての事業主に、個人住民
税の特別徴収義務者の指定を行っています。
５月に各事業主（特別徴収義務者）宛に特別徴収税額決定通知書を送付いたしますので、６月支給分の
給与から天引きを開始のうえ、各市町村から送付される納入書により、天引きした月の翌月10日までに
金融機関で納付してください。
特別徴収の適正な実施のために、ご理解とご協力をお願いいたします。
⬘ 税務課 ☎３７－２５１８（直通）
下北地域県民局県税部 ☎２２－８５８１ 内線２１０、２１１

曜日種類 12/28(木) 12/29(金)～1/3(水) １/４(木) １/５(金)

収

集

燃 え る ご み ● × ● ●

燃えないごみ ● × × ●

資 源 ご み ● × ● ×

持 ち 込 み ● × ● ●

12
月

28日(木） 29日(金） 30日(土） 31日(日）
診 療 休 診 休 診 休 診

１
月

１日(月） ２日(火） ３日(水） ４日(木）
休 診 休 診 休 診 診 療
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例年12月から２月にかけて水道管の凍結や破裂などが多く発生しています。
気温が上がらない日が続いたり、朝の冷え込みが厳しいとき（目安：－４℃以下）は、水道管が凍

結しやすくなり、水が出なくなったり破裂したりする恐れがあります。真冬日が続きそうなときは、
水抜きや保温材などでの防寒措置を行うことで防ぐことができます。



●こんな場所にある水道管は要注意！
①家の北向きの日陰の場所
②戸外で風当りの強い場所
③水道管がむき出しのところ

●防寒措置の方法
水道管がむき出しになっている部分や蛇口

部分は破裂しやすいので、上部まで完全に保
温材を巻きつけ、さらに保温材の上からビ
ニールなどを巻いて、保温材が濡れないよう
にしてください。保温材は市販の物もありま
すが、身近な物では毛布や布で代用できます。

●凍結・破裂してしまったときには
凍結や破裂等の修理は、最寄りの大間町指

定工事事業者へご連絡ください。
なお、水道メータから蛇口までの給水装置

の修理にかかる費用は、所有者の負担となり
ますので、くれぐれも水道管の凍結にはご注
意ください。

～水道管の水の抜き方～

手順 ①元栓をしっかりと右に回して、水抜栓または不凍栓を閉栓します。
②蛇口を完全に開き、水を抜きます。

蛇口と栓が結合している場合 蛇口と栓が分離している場合

※注意！
閉栓するときは元栓を完全に回し切ってくださ

い。元栓が半開きだと、わずかながら水が流れる状
態となりますので、凍結防止にはなりません。

⬘ 生活整備課 上水道係
☎３７－２５３５（直通）
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高額療養費（外来年間合算）について
〇支給対象者
基準日(令和５年７月31日)時点で後期高齢者医療被保険者証の窓口負担割合が１割の方。
〇対象期間
令和４年８月１日から令和５年７月31日までの１年間。
〇支給額
対象期間中の外来診療の自己負担額の合計から高額療養費で支給された分を差し引いた額が、144,000
円を超える場合、超えた分を支給します。
〇支給申請
・これまでに高額療養費を支給されたことのある方で支給対象となった方には、登録済みの口座に支
給しますので申請は不要です。
・これまでに高額療養費を支給されたことのない方（高額療養費の支給口座を登録していない方）に
は、12月中旬（予定）に広域連合より申請のお知らせを送付しますので、お知らせが届いた方は市町
村の窓口に申請してください。
なお、対象期間中に後期高齢者医療制度に加入した方や転入した方の場合、支給対象であっても申
請のお知らせが送付されない場合がありますので、対象期間内の外来に係る自己負担額の合計が
144,000円を超えた方はお問い合わせください。

〇申請に必要なもの
・支給申請書
・高額療養費(外来年間合算)の支給申請について（お知らせ）
・保険証（被保険者証）
・個人番号（マイナンバー）がわかるもの〈マイナンバーカードまたは通知カード〉
・本人確認書類（官公庁発行、発給の顔写真付き身分証明書等）
・印鑑（申請者と受領者が異なる場合）※認印可
・通帳（コピー可）等口座情報のわかるもの
※被保険者が亡くなっている場合は受領申立書、代理人が受領する場合は委任状が必要です。
※対象期間中、青森県後期高齢者医療制度以外の医療保険への加入歴と自己負担額がある場合は、そ
の医療保険の自己負担額証明書が必要です。

⬘ 青森県後期高齢者医療広域連合 ☎０１７－７２１－３８２１
健康づくり推進課 ☎３１－０３５０



今年度も様々なウイルス感染症対策として、事前に清書会場・自宅・書道塾・習字教室などで各自清書
した作品をご提出いただきます。
「小学校の頃に習っていた」、「書道に興味のある方」、「経験者問いません」、多くのご参加お待ちして
おります。
大会要項・参加申込書は、『教育委員会窓口』または大間町ホームページ『大間町のお知らせ』からダ

ウンロードお願いいたします。
・申込締切 12月８日(金) 17：00まで 大間町教育委員会（大間町役場２階）
・作品提出 12月22日(金) 17：00まで 〃
・清書会場 12月16日(土)・17日(日) ９：00～12：00 大間町立公民館
※申込みの際に利用する方がいなかった場合は、開放しない旨を公民館玄関に掲示いたします。
・作品展示会 令和６年１月５日(金）、６日(土) ９：00～15：00 大間町立公民館
⬘ 教育委員会 教育課 ☎３７－２１０３（直通）
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No . 426

｢家庭学習強化週間」大間中学校の取組

大間中学校では、教育目標の１つである「主体的に課題解決に向けて試行錯誤し、確かな学力を
身に付ける」ための６つの重点取組事項のうち家庭学習に関して、「生徒の自分の学習をマネジメン
トする力を高める支援」があります。取組内容は、「目標を明確にした学習計画の作成と学習面談に
よる個に応じた支援」と「希望制による学習会の実施」を行っています。

『学習計画と学習面談』の流れについて
①テストの範囲表をもとに生徒が学習計画を作成する
・教科書、ワーク、ノート等を参照にテスト範囲の内容を確認する
・点数と取組についての２つの目標をたてる
・各教科の得意な範囲、苦手な範囲を区別し、計画をたてる

②学習計画をもとに学習面談を行う。
・適切な時間配分ができている計画になっているか
・学習に関しての悩み、相談を行う
※必要であれば、計画の見直しをさせる。

③２週間前から計画をもとにした学習の開始
④毎朝、計画表を提出する。
・学級担任、副担任は計画表に目を通し、必要であれば、個別に学習面談を行う。

⑤テスト返却後、生徒に振り返りを行わせ、次回の参考になるように保管する。
・観点は ①自分にあった目標、計画であったか

②取り組みの反省（良かった点、改善する点）

『希望制の学習会』について
校内定期テストの一週間前の放課後は、自分の学習スタイルに合わせて（自宅に戻り取り組

む、学校に残って取り組む）それぞれ取り組めるようにしています。学校に残って取り組む生
徒のために、次の「自習の教室」「学びの教室」のいずれかを選択できるようにしています。

〔自習の教室〕
一人で静かに集中して学習したい生徒向

けの教室です。

〔学びの教室〕
友達と教え合ったり、担当教科の先生へ

質問したりしたい生徒向けの教室です。
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大 間 幼 稚 園

大間幼稚園では、季節に合わせて様々な行事を行っています。特に２学期は１年のなかで１番長い時
期であり、行事も盛りだくさんです。特に10月は大間幼稚園の最大イベント「発表会」がありました。
これからも、楽しく子どもたちの豊かな学びにつながるように取り組んでいきます。

【発表会 10月21日(土)】
本年度も昨年度に続き総合開発センターで多くの家族やご来賓のみなさんを迎え、盛大に開催されま

した。
人数の少ないなか、こどもたちは一生懸命ステージをつとめ、たくさんの歓声や拍手をいただいてい

ました。
また、今回は、園児の家族のみなさんや有志によるお楽しみステージがあり、会場のみなさんからは笑

いがおきていました。発表会を終え、子どもたちはまたひとつ成長したように感じました。

【秋の遠足 ９月20日(水)】
今年の秋の遠足は、下北自然の家で山歩きをしてきま

した。自然の家の先生を先頭に森の中を歩き、展望台か
ら海の景色を見たり、きのこを観察したり、どんぐり集
めをしたりしました。
また、急な坂道をロープをつかんで登ったり、冒険の

森でいろいろなアスレチックに挑戦したり、普段ではで
きない経験をたくさんすることができました。

【いもほり ９月８日(金)】
春に植えたジャガイモやキュウリなどの野菜をみんなで収穫
しました。自分の顔ぐらい大きいジャガイモに驚きながら笑顔
いっぱいの収穫祭になりました。
そのほか、今年の幼稚園は、園庭にあるカキやクリもたくさ
ん採れました。
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令和５年11月11日(土)、創立150周年記念式典が挙行

されました。その日は、式典を祝うかのように初雪が
舞っていました。
大間小学校は、明治６年７月１日に、第16中学区北郡

大間小学として開校しました。全校児童36名でスタート
し、児童数が一番多かったのは、昭和36年、24学級で
1064名もいました。また、卒業生は１万人を超えています。
児童発表では、「北風Jr．奏乱」を演舞したり、昭和33

年から創立100周年記念式典（昭和48年）まで校歌として
歌われた「児童歌」を披露したり、総合的な学習の時間
に学習した昔の大間町の様子や部活動の活躍、新校舎建
設の際の思い出などをスライドを使用して発表したりし
ました。最後には、全員で「大間小学校の伝統を引き継
ぎ、新たな伝統を築くこと」を誓っていました。
会場には、４年生以上90名の参加となりましたが、１

年生から３年生は１階の教室に集まって、オンラインの
大画面を通して会場と同じ緊張感の中、一つ一つの次第
に従って参加していました。子どもたちにとっては、忘
れることのできない日となったことでしょう。
式典の挨拶の中で、実行委員長の山崎真さんは、子ど

もたちに「時代を素直に見つめる目、時代を生き抜く力
を養ってほしい」と伝えていました。また、齋藤校長は
「長い伝統を築くことができたのは、学校を支えてくれ
た地域のおかげ。改めて先人に感謝したい。」と式辞で
話していました。

学校から地域の皆様へ!!
この度の創立150周年記念事業の際には、町内外のたく

さんの企業や個人の皆様方から、大変多くの御寄付をいた
だきました。誠にありがとうございました。皆様方からい
ただきました御寄付で、以下の記念事業を行うことができ
ましたことに、心より感謝申し上げます。今後とも、より
一層、地域とともにある学校を目指し、地域や関係機関と
の連携による教育活動の充実に努めてまいります。

【記念事業内容】

・記念誌発刊750部 ・ブランコ１基 ・記念版画製作 ・網戸７教室14枚
・扇風機７教室14台 ・創立100周年記念の音声復元 ・記念標語のぼり６本
・大間小学校歴史年表パネル１枚 ・クリアファイル300枚 ・しゃもじ600本
・祝菓300個 ・鉛筆744本 ・ダルマストーブ２台 ・集音マイク

〈ブランコを楽しむ子どもたち〉

〈式典の様子〉
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皆さんこんにちは。
暑かった日々もあっという間に過ぎ暖房が必要な時期になりました。日々の生活に暖房は欠かせませ
んよね。ということで今回は一酸化炭素中毒についてお話しします。
一酸化炭素は燃料の不完全燃焼（灯油が燃えるのに必要な酸素が不十分な状態で燃えること）の際に
発生する、色がなく、匂いのしない透明の気体です。わずかな濃度上昇でも頭痛や吐き気を催し、さらな
る濃度の上昇で死亡に至ることもある非常に危険な気体です。一酸化炭素中毒を発症した際には集中治
療室や高圧酸素室での高度な治療が必要となることもあります。統計学的な報告では一酸化炭素中毒の
発生は冬季に偏りがあり、さらに、平成30年度の報告では、ガス、電気機器などによる重大な事故の１％
が一酸化炭素中毒となっています。
これからの時期はどうしてもストーブが欠かせないものとなり、少しでも暖気を逃さないように部屋
を締め切ることが多くなると思います。しかし、その閉鎖空間が一酸化炭素中毒の原因となってしまう
のです。部屋の中の酸素を使用して灯油（電気ストーブでも似たような仕組みです。）を燃やしています
が、部屋を閉め切ったままでいると新しい酸素は増えないため、徐々に不完全燃焼の割合が増えていき、
一酸化炭素を生み出してしまうわけです。
では、どのようにして一酸化炭素中毒を予防すればいいでしょうか。一酸化炭素中毒の予防のために
は、寒くなることを我慢して定期的な換気をする、推奨された機器の使用方法を守る、定期的な点検をす
る、火災警報器を設置する、など面倒くさいけど出来ることは色々あります。また、少しでもストーブを
使っている部屋で頭痛や吐き気、めまいなどの症状があるようなら早めに病院に相談しましょう。
正しい機器の使い方で一酸化炭素中毒を予防して、これからの寒さを乗り越えていきましょう。


世界エイズデーの今年のキャンペーンテーマは「あなたが変わればエイズのイメージが変わる。
UPDATE HIV!」です。私たち一人一人がＨＩＶ・エイズのことを自分の事として捉え、ＨＩＶ・エイズ
に関する検査や治療、支援などの正しい知識を得て、ＨＩＶ検査の受検促進や差別・偏見の解消につなげ
ていきましょう。
エイズはＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）というウイルスに感染することでおこる病気です。治療法
の進歩により、ＨＩＶ陽性者は感染の早期把握、治療の早期開始・継続によりエイズの発症を防ぐことが
でき、感染前と変わらない日常生活を送ることが期待できるようになりました。
まずは検査を受け、感染を早期に発見することが重要です。感染が心配な方は早めに検査を受けま
しょう。保健所では、匿名・無料で検査を受けることができます。専用電話による予約のほか、インター
ネットによる検査予約を受け付けている保健所もあります。また、御希望により、性器クラミジア感染
症、梅毒の検査も同時に受けられます。

詳しくは、『 青森県 ＳＴＯＰ ＡＩＤＳ 』で検索！（青森県庁ホームページ)
※保健所では、エイズの相談・検査ができます。
下記専用電話または、青森県庁ホームページからインターネット予約ができます。

No .３１０病院だより 今月の担当医
内科医長 落合 秀也

保健所名 専用電話 保健所名 専用電話

東地方保健所 ☎０１７－７３９－５４２５ 五所川原保健所 ☎０１７３－３３－１０９０

弘前保健所 ☎０１７２－３８－２３８９ 上十三保健所 ☎０１７６－２３－８４５０

三戸地方保健所 ☎０１７８－２７－５７００ むつ保健所 ☎０１７５－３１－１８０８

⬘ 健康づくり推進課 ☎３１－０３５０
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第３２４号 保健だより 健康づくり推進課
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日時 ： 令和５年12月４日(月)
場所 ： 大間町役場前 （午前）10：00～12：00

大間病院前 （午後）13：30～16：00

≪お願い≫ ①当日は朝食や昼食を摂ってきてください。
②服薬中の方は、お薬の名前が分かるものをご持参ください。

≪注 意≫ コロナウイルスワクチン接種後48時間は献血できません。

下記の日程で、青森県赤十字血液センターによる献血が行われます。
血液は人工的に作ることができず、長期保存もできないため、安定的に血液
製剤をお届けするには、１年を通じて多くの方に継続してご協力いただく必
要があります。
少子高齢化が進む中、特に若い世代の献血へのご理解とご協力が不可欠に
なっています。ひとりでも多くの人を救うため、献血にご協力をよろしくお
願いいたします。
※大間町の年間目標量は52.2Ｌ（年３回実施）
実績４/19⇒53人(21.2L）、８/21⇒47人(18.8L） 現計 100人(40L） 達成率76.6％

 

※大間ライオンズクラブから卵の
プレゼントがあります！
※血液検査の結果は、青森県赤十字
血液センターから届けられます。

≪献血Ｗｅｂ会員サービス「ラブラッド」会員大募集‼≫
インターネットから献血予約可、ポイントで記念品と交換できる、血液検査の結果等をｗｅｂやアプ
リにて確認できる、さらに「アプリ版献血カード」や「事前ｗｅｂ問診回答機能」の導入など、利用者の
方へのサービス向上のためリニューアルしました。
なお、会員登録には、ラブラッドアプリのダウンロードが必要です。
⬘ 健康づくり推進課 ☎３１－０３５０（直通）

目標量達成まで
あと36人
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【接種期間】
令和５年10月16日～令和６年１月31日（毎週月曜日または木曜日の午後）

【接種対象者】
・65歳以上の高齢者：定期接種 ・60～64歳で身障１級の内部障害の方：定期接種
・高校生相当の年齢・妊婦：任意接種 ・一般：任意接種
・生後６か月～中学生：任意接種
※町内の各保育園、幼稚園、小学校、中学校に関しては、別日程を準備しています。
予約の変更に関しましては、下記の予約専用電話にて承っております。

※未入園、町外へ通園及び通学されている方は、上記記載の月曜日・木曜日に予約してください。

【予約方法】
◎完全予約制となり、専用電話で予約を受け付けます。
受付時間は13時30分～16時となります。
① ０８０－１６７９－９２５８
② ０８０－１８０３－５１９７

※回線が混み合い、繋がらない場合は恐れ入りますがかけ直して頂くようお願い致します。
おかけ間違いにご注意ください。

＜注意事項＞
・大間病院代表電話での予約受付や窓口に来院しての予約受付及び土日祝日など休診日の予約受付
はしておりません。

・１日の予約数が上限に達した場合ご希望の日時にならないことがありますがご了承ください。
・今年度ワクチン不足はありません。十分な量を確保してありますので、余裕をもってお申込みく
ださい。

【接種場所】
大間病院外来、毎週月曜日と木曜日の14時から接種となります。
・午前中は受付・接種ともにできませんので予約時間に合わせ午後から来院してください。
＜持ち物＞
・診察券・・・大間病院の診察券をお持ちの方（ない方は当日受付にて申し出ください）
・予診票・・・大間町から費用助成の案内が届いている方のみ持参により無料
・母子手帳・・・生後６ヶ月～中学生接種の方

【接種料金】

※費用助成の対象者であっても予診票を持参しない場合は接種費用を全額お支払いいただくことに
なりますのでご注意ください。

大間病院の接種料金 接種回数

65歳以上の高齢者 ４，０００円 １回

60～64歳で身障１級の内部障害の方 ４，０００円 １回

生後６ヶ月から小学生 ３，０００円
（２回でこの料金） ２回

中学生 ３，０００円 １回

高校生相当の年齢・妊婦 ４，０００円 １回

一般 ４，０００円 １回
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【接種費用の助成に関するお問合せ】 健康づくり推進課 健康係 ☎３１－０３５０
【予約先】 大間病院インフルエンザ専用電話 ☎０８０－１６７９－９２５８

または ☎０８０－１８０３－５１９７

⓵対 象 者

接種時点で大間町に住所があり、以下に該当する場合に助成が受けられます。
【定期接種】
＊高齢者
◉65歳以上の方 ※接種日時点で64歳の方は、誕生日後の65歳になってか

ら接種をすることで助成を受けられます。64歳のうち
に接種した場合は、任意接種（自費）となります。

◉60～64歳で身体障害者手帳１級（内部障害）をお持ちの方
【任意接種】
＊乳幼児（生後６か月以上の方） ＊小学生 ＊中学生
＊高校生（高校生相当の年齢の方） ＊妊婦

⓶助 成 額 費用の全額を助成

⓷助 成 期 間 令和５年10月１日～令和６年２月29日 に接種したものについて

⓸助 成 の
受 け 方

❶大間病院での接種となります。
９月末に、町から対象者あてに個別に案内を送付しました。
同封されている予診票は大間病院専用です。
この予診票を使い接種すると、会計での支払いが無料となります。

❷大間病院での接種方法は、広報16ページの“大間病院からのお知らせ” をご覧
ください。
※予約先は、大間病院となります。

❸保育園、幼稚園、小学校、中学校のお子様については、各園・各学校を通じて、
大間病院から接種方法についての案内が配布されていますので、ご確認くだ
さい。

⓹ほかの病院で
接種する場合

❶各病院にある予診票をお使いください。
❷接種費用をお支払い後、役場に申請することで助成を受けられます。
【申 請 先】 健康づくり推進課
【申請期間】 令和５年10月～令和６年３月末まで
【必要書類】 領収書原本、接種済証(予診票控えまたは診療明細でも可）、通

帳（接種者本人のもの ※未成年者は保護者のもの）


青森地方法務局むつ支局では人権擁護機関として「常設人権相談所」を開設しております。
日常生活での身近な悩み事から人権問題まで、あらゆる問題に関する相談を受けます。

・時 間 ８時30分～17時15分（土・日・祝日及び年末年始を除く）
なお、月・水・金の10時～17時は、人権擁護委員が常駐しています。

・場 所 青森地方法務局むつ支局人権相談室（下北合同庁舎２階）
※電話相談は「☎０５７０―００３―１１０（みんなの人権１１０番）」へ

・料 金 無料
・その他 予約は不要ですが、来庁前にご連絡を頂けるとスムーズにご案内できます。



18





19



20


「さやうでございます。（新仮名：さようでございます）」この表現は私が初めて日本語で読めた小説の最初の文
です。今月は、なんでこの古い書き方の小説が私の初めて読めた小説になったか説明したいと思います。
私は子供の頃から本が好きだったので、日本語の本も好きになると思っていました。しかし、日本語の本を読む
のは、難しかったです。英語のように日本語の字が速く読めなくてもどかしかったです。そのうち、やる気がなく
なってしまい、あまり日本語の本に挑戦しなくなっていました。いつの間にか10年が経ち、日本語を速く読めるよ
うになりましたが、日常的に使っている日本語や日本人が私に話しかけるときに使う日本語が本に出てくることは
少なく、本を読もうとしても何回も分からない単語を辞書で調べなければなりませんでした。でも、毎日日本語を
話していて、日本に住んでいる私は、日本語の本を読むことができなかったことが恥ずかしく思っていました。
ある日、本好きの高校の先生から、オンラインの無料で読める青空文庫を勧められました。検索してみると、
ちょっと古い小説がたくさん出てきました。大学生の時に古い日本語の小説の英語訳をよく読んでいたので、その
物語が読みやすいと思い、芥川龍之介の「藪の中」を検索すると、「新字新仮名」と「旧字旧仮名」の２つのバージョ
ンが出てきました。好奇心から旧字版を開きましたが、見たことがない漢字が多く、見たことがないひらがなもあっ
て、あまり読めませんでした。
しかし、「旧字旧仮名」は、今の日本ではあまり使われていないことが分かりました。「旧字旧仮名」の文章は読め
るはずのものではありませんから恥ずかしい気持ちなく自分のペースで読めました。分からない漢字が出たら、現
代の漢字ではないと思って、イライラせずに調べに行けました。分からない表現をネットで調べたら、その表現が
分からない日本人もいることが分かりました。そのおかげでやる気が戻って、いつの間にか、物語を最後まで読め
ました。
記事を読んでいる皆さん、このような経験したことがありますか。何かしようとするとき、頭の中で「できるは
ずだからあまりできなかったら恥ずかしい」と思ってしまって、できるかどうか判断する前に諦めたことはないで
すか。


個々の労働者と事業者との間に生じた労働問題（解雇・賃金引き下げ・長時間労働・パワハラなど）につい
て、青森県労働委員会委員が相談に応じます。
【日時及び開催場所】

【対 象 者】県内の労働者、事業主
【対 応 者】青森県労働委員会委員

（青森県労働委員会とは）
青森県の行政機関の一つ。労働問題について専門的知識を持つ、公益委員（弁護士等）、労
働者委員（労働組合役員等）、使用者委員（会社経営者等）で構成されており、中立・公正な
立場で労働問題を解決する。

【費 用】無料
【利用方法】随時受付（事前予約優先）
⬘ 青森県労働委員会事務局 ☎０１７－７３４－９８３２／FAX０１７－７３４－８３１１
URL（https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/roi/roi-sodankai.html)

開催日 時 間 場 所
１２月１２日（火） １３時３０分～１５時３０分

青森県労働委員会（東奥日報新町ビル４階）
１２月１７日（日） １０時００分～１２時００分


県内各地域県民局県税部（東青地域県民局県税部青
森分室及び八戸市駐在を除く。）では、窓口・電話受付
時間を令和６年１月４日(木)から次のとおりとさせて
いただきます。
皆様には御不便をおかけしますが、どうか御理解と
御協力をお願いいたします。
①窓口受付時間 ８：45～17：00
②電話受付時間 ８：30～17：15
⬘ 下北地域県民局県税部納税管理課
☎２２－８５８１ 内線２０９


海峡保養センター ☎３７－４３３４
■営業時間 午前８時～午後９時
養老センター ☎３７－２４１１
■営業時間 午前９時～午後８時
■今月の休館日
５日、12日、19日、26日（毎週火曜日）
■年末年始の休館日 12月29日～１月３日まで

＊各施設の指定された駐車場に駐車してください｡
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＝お願い＝
新聞へのお悔やみ情報の掲載を希望する方
は、届出の際に係に申し出て下さい。

個人のプライバシーを尊重し、届出の際に掲
載の意思を確認させていただいております。

10月届出分10月届出分

碇谷 ひささん 93歳（奥戸村）
浜端 ユリさん 97歳（大間平）
髙畑 正夫さん 87歳（下手道）

ひとり言の編集室
11月は雪が何度か降ってきていましたね。積も
りはしていませんが、これから積もってくると思
いますので、早めにタイヤ交換をして、準備を整
えましょう。
もう１年が過ぎようとしています。振り返って
見ると皆さんはどんな１年だったでしょうか。
ちなみに私は厄年だった感じがします。事故、
怪我、病気が多かった年でした。来年はいい年で
ありますように。
それでは皆さまよいお年を！ ○平

人 口 男 女 世 帯 数

総数 4,790(－12) 2,451(－ 3) 2,339(－ 9) 2,490(－ 1)

大間 3,789(－10) 1,958(－ 2) 1,831(－ 8) 1,970(－ 2)

奥戸 874(－ 1) 421(± 0) 453(－ 1) 450(＋ 2)

材木 127(－ 1) 72(－ 1) 55(± 0) 70(－ 1)




わが家の

祖父 泉 賢治さん（大間町）
我らめんちょこ軍団

（右上） いろはちゃん(０歳３ヵ月）

（右下） 陽奏叶
ひ な と

くん(１歳９ヵ月）

（左上） 月琴
り こ

ちゃん(５歳３ヵ月）

（左下） 李來
り く

くん(９歳１ヵ月）

今月はありません

今月はありません


